
日本在宅血液透析学会誌投稿規定 

 

1. 論文内容 

論文内容は在宅血液透析ならびにこれに関するもので，他誌に発表されて

いないもの，あるいは投稿中でないものに限る．論文投稿者は論文の題

名，執筆者名，所属，内容など，関連する事項全て（著作権は除く）に責

任を負う．症例報告，その他については，容易に個人が特定されないよ

う，個人情報に十分配慮した内容にする． 

 

2. 投稿資格 

投稿論文の著者（共同著者を含む）は在宅血液透析患者、患者関係者、正

会員または施設会員の構成員とする．ただし，編集委員会が依頼した原稿

についてはこの限りではない． 

 

3. 論文の様式 

1) 論文は原著，透析看護，透析技術，総説，症例報告，研究速報，短報，

研究会記事，Letter to Editor, 雑文とし，その区別を明示して提出す

る． 

2) 原著，透析看護，透析技術，症例報告は表紙，要旨，緒言，目的，方

法，結果，考察（結論），文献，図表の形式を備えたものとする．表紙

には題名，著者名（共同著者名，いずれにも読みガナをふる），所属，

連絡先，5 語以内のキーワード（日本語表示可能のものはできるだけ日

本語を使用する），簡略化題名，和文要旨および本文の文字数，英文要

旨の単語数，図，表，引用文献の数を記載する．次頁から 400字以内の

和文要旨と，英文の題名，所属，著者名（共同著者名），キーワードと

ともに 300 語以内の英文要旨を記載する． 

3) 研究速報，短報は原著に準じた形式とする． 

 

4. 論文の長さ 

1) 原則として原著，総説は 12,000 字，症例報告は 9,000 字までとする

が，図表の大きさにより 1 枚につき 400 字前後を減ずる．英文の場合

は 3,700語までとし，図表 1枚につき 150 語を減ずる．ただし，編集委

員会から依頼した原稿はこの限りではない． 

2) 研究速報，短報は 3,200 字までとし，図表 2枚までを認めるが，図表 1

枚につき 400 字を減ずる． 



3) 総会発表演題の抄録は演題名，所属，発表者名（共同発表者名，カナを

つける）を含めて，総会長の指定に従って記載する．ただし原則として

図表の使用を認めない． 

 

5. 原稿の書式 

1) 原稿は指定されたワードプロセッサソフトウェアを使用し，新かな使い

で句読点を正確につける．用紙の設定は，A4判縦長，35 字×35 行とす

る．また，本文には頁をつける． 

2) 医学用語は「日本透析医学会透析医学用語集」に準拠する． 

3) 外国語，外国人名，外国地名，外国薬品名などは原語のまま記入する．

一般に日本語化しているものはカタカナで表現する． 

4) 度量衡の単位は，mm，cm，mL，dL，L，mg，mmol，N/10 など cgs 単位を

用いる． 

5) 字句を略して表記する場合には，その字句が最初に表記された箇所で

（ ）内に適切な略語を表記する． 

6) 文献は引用箇所に番号を付け末尾に一括し，次の形式に従い引用順に並

べる．なお，文献数は原著，透析看護，透析技術，総説，症例報告では

30以内，研究速報，短報では 10以内とする． 

 雑誌の場合 

著者名(著者が 6名までの場合は全員記載，7名以上の場合は筆頭者か

ら 3名まで記載し，それ以上は他，et al とする)．論文名．雑誌名 

発行年(西暦)；巻数：頁(初め-終わり)． 

例)1．大濱和也，松岡哲平，小川智也，峰島三千男．わが国の在宅血

液透析における透析液水質管理の現状：在宅血液透析研究会透

析液水質管理ワーキンググループ調査報告．日本透析医学会雑

誌 2019；52：651-656． 

2．Kakuta T, Tanaka R, Hyodo T,et al．Effect of sevelamer 

and calcium-based phosphate binders on coronary artery 

calcification and accumulation of circulating advanced 

glycation end products in hemodialysis patients. American 

Journal of Kidney Diseases 2011;57: 422-431． 

 書籍の場合 

著者名(著者が 6名までの場合は全員記載，7名以上の場合は筆頭者か

ら 3名まで記載し，それ以上は他，et al とする)．論文名．編者

名．書籍名．所在地：出版社名，発行年(西暦)；頁(初め-終わり)  

https://paper.jsdt.or.jp/how_to_contribute


例)1．政金生人．患者のかゆみの把握と皮膚細菌感染．秋葉隆．透析

医療における感染症予防・治療マニュアル．東京：日本メディ

カルセンター，2005；138-139 

 誌名を略記する場合 

出典雑誌の定める略名を使用する．また外国のものは Index Medicus

所載のものを用いる． 

7) 図表は作表，作図ソフトウェアで作成し，本文とは別に，図のみのファ

イルと表のみのファイルを用意する．本文中には貼付しない．図表のタ

イトルならびに説明は英文を用いることが望ましい． 

 

6. 研究倫理 

1) 臨床研究の場合は，世界医師会によるヘルシンキ宣言を基礎とし，「人

を対象とする医学系研究に関する倫理指針」等，文部科学省・厚生労働

省の倫理指針に準拠していることを原則とする．また施設の倫理委員会

より承認を得ていること，ならびにその承認番号を論文中に明記する． 

2) 動物実験の場合は施設のガイドラインに準拠し承認を得ていること，な

らびにその承認番号を論文中に明記する． 

3) 介入を行う臨床研究については，UMIN等の公的臨床試験登録機関が設置

している公開データベースに登録することを原則とし，論文中にその登

録機関名と登録番号を明記する． 

4) 診療報酬制度で認められていない治療法を用いた臨床研究についてはそ

の旨および患者の同意を得たことを論文中に明記する． 

 

7. 患者プライバシーの保護 

患者個人の特定が可能な氏名，イニシャル，ID，住所（都道府県までは

可），特定の月日（月日は「○病日」「○月上旬」「○日後」等とする）

は記載しない．顔写真は個人の特定ができないよう配慮する．その他につ

いては「社団法人日本透析医学会医学論文及び学術集会研究会発表時の症

例報告を含む患者プライバシー保護に関する指針」に準拠する． 

 

8. 利益相反（Conflict of Interest：COI） 

著者（共同著者を含む）は投稿論文の研究について利益相反状況を開示し

なくてはならない．論文の末尾に利益相反状況を明記する． 

 

9．二重投稿 

1) 日本在宅血液透析学会誌では，論文の二重投稿を禁止する． 

https://paper.jsdt.or.jp/static/etc/privacy.pdf
https://paper.jsdt.or.jp/static/etc/privacy.pdf


2) 二重投稿の定義は 「二重投稿（duplicate publication）とは，印刷

物，電子出版物を問わず，原著性が要求されている場合に，既発表の論

文または他の学術雑誌に投稿中の論文と言語にかかわらず本質的に同じ

論文を投稿する行為」とする． 

3) 著者がすでに発行されている自著論文（共著を含む）と同一の患者群や

対象群を用いる場合には，当該論文を引用の上，論文中に明記する．ま

た投稿中，査読中の論文と同一の患者群や対照群を用いる場合はその旨

を cover letter 等で明記し，発行されれば遅滞なく当該論文中に引用

する． 

4) 原著以外の論文（総説，症例報告等）でも，自著の論文に記載されてい

る内容を引用する場合には，当該論文を引用したことを明記する． 

5) 二重投稿が疑われる場合には，編集委員会でその内容を検討し，二重投

稿と判断された場合には，その論文の掲載を取り消す．さらに編集委員

会で検討の上その悪質性が認識された場合には，「1 年から 5 年の投稿

禁止」，「一定期間の会員の権利停止」等の罰則を与える． 

 

10．論文の採択 

投稿論文の採否は編集委員会の指定する査読者と編集委員の査読によって

決定し，受理年月日を掲載論文中に明示する．なお，投稿論文においては

個人情報保護の観点から，たとえ学術論文であっても容易に個人が特定さ

れないように，症例の記載については十分に配慮しなければならない．ヘ

ルシンキ宣言に違反していると判断された論文は採択されない． 

 

11．論文査読 

査読者は 2 名とし，うち 1 名は，日本在宅血液透析学会評議員とする．

ただし，最終的な決定は編集委員会が行う． 

 

12．再投稿 

査読終了後の再投稿は，査読結果通知の日付から 6 カ月以内とする．そ

れ以後に投稿された場合は新規論文として扱うものとする． 

 

13．著作権の保護 

投稿者は，本誌に掲載する著作物またはこれを原著作物とする二次的著作

物の著作権およびこれら著作物の翻訳，翻案，データベースへの取込みお

よび送信の権利等，本誌に掲載する著作物に関する一切の権利を，信託財

産として一般社団法人日本在宅血液透析学会に包括的に譲渡する．また，



信託財産の趣旨に反しない限り，著作者は著作物に対する著作者人格権を

行使しない． 

 

14．論文の校正 

初校のみ著者校正とし，再校以後は編集委員会が行う．著者校正に際して

は指定期日内に校正稿を返送する．また，組版面積に影響を与えるような

改変は許さない． 

 

15．別刷の請求 

投稿時に希望部数を入力する．別刷代は実費を徴収する.なお総会発表演

題の抄録の別刷は作製しない． 

 

16．原稿送付先 

原稿は，画面の指示に従って電子的に行う．電子投稿以外の方法による投

稿は認めない．ただし，編集委員会が依頼した原稿についてはこの限りで

はない．  

 

附 則 

本規程は令和 2 年 4月 1日から施行する． 


